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東北大学DEI推進の軌跡
～皆が輝ける大学を目指して～

副理事（男女共同参画担当）
DEI推進センター長

医工学研究科/工学研究科 教授
田中真美 Mami TANAKA

Deputy Director for Gender Equality, Director of DEI Center
Professor, Graduate School of Medical Engineering / Engineering

2023年9月30日
東北大学116周年ホームカミングデー ～女子大生誕生110周年・文系女子大生誕生100周年記念式典



2東北大学
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専門学校･師範学校･留学生へ開放

半導体レーザー

垂直磁気記録

コンパクチン

質量分析技術

フラッシュメモリ

1907年 東北帝国大学の創立
三番目の帝国大学

境界を越え
共創

研 究教 育

民間および自治体等からの
寄附を受けて創設・発展

研究と教育は車の両輪

黒田 チカ 丹下 ウメ 牧田 らく

茅 誠司 松前 重義 魯迅

多様性を力に 社会価値を創造
第6代総長 本多光太郎

「産業は学問の道場なり」

社会との
連携

アンテナ

東日本大震災からの復興へ
貢献、大学の社会的使命を
構成員が強く自覚, 2011～

日本初の女子大学生の誕生
「女子の帝大入学は重大事件」
   文部省, 1913 (110年前)



3東北大学DEI推進宣言(2022.4.5 発出）
東北大学ダイバーシティ・エクイティ＆インクルージョン（DEI）推進宣言

ー多様性と公正性を包摂する教育・研究・就労環境の実現のためにー

2022

2022年4月に、男女共同参画の更なる推進と、多様性、公正性、包
摂性を理念として掲げる 「東北大学ダイバーシティ・エクイティ＆イ
ンクルージョン（DEI）推進宣言」を発出し、全ての構成員がダイバ
ーシティを尊重し、かつ、全ての構成員のダイバーシティが尊重され
るよう、意識啓発や環境・制度整備を促進する。

https://www2.deloitte.com/jp/ja/blog/group-diversity/2021/diversity-equity-and-inclusion.html

趣 旨

Equality Equity
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女子大生誕生
110周年

ジュンアシダ賞受賞

男女共同参画に関する
東北大学宣言
(2002.9.28)

2013年
東北大学女子学生入学
100周年記念シンポジウム
「男女共同参画推進の
ための行動指針」発出

学内保育園の拡充

UNESCOの歴史記録
プロジェクトに登録

東北大学DEI宣言
(2022.4.5)

男女共同参画
委員会設置大学創立

日本初の女子学生入学

2014年
男女共同参画推進
センター開設

2018年
「東北大学ビジョン2030」
ダイバーシティ＆インクルージ
ョン施策について言及

「女子大生の日」
記念日登録
(8/21）

2020

・多様な性に関する
ガイドラインの発出

・DEI推進委員会、
DEI推進センターに改称

東北大学におけるダイバーシティ推進の歴史



5日本初の女子学生入学
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1913

黒田チカ
化学

丹下ウメ
化学

牧田ラク
数学

化学科集合写真1918年(３列目右側に丹下ウメ)

化学科集合写真1914年(中段右側に黒田チカ)

数学科集合写真1916年(中段左側に牧田らく)
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1922年：法文学部設置→総合大学化
1923年：日本初の文系女子学生入学

九保ツヤ 櫻田フサ

詳しくは特設ページ「女子大生誕生の地」参照！
https://www.tohoku.ac.jp/tohokuuni_women/

1923 日本初の文系女子学生誕生

今年は
文系女子学生誕生100周年！

https://www.tohoku.ac.jp/tohokuuni_women/


72002 東北大学宣言の発出

1.男女共同参画奨励賞(沢柳賞）の創設、
ジェンダー学の普及

2.男女格差是正、方針決定機関での推進、
研究・労働環境の改善、育児介護にお
ける性別役割分業の改善と両立支援体
制の確立

3.不服申立・救済制度の整備

男女共同参画に関する東北大学宣言
(2002.9.28)

第1回シンポジウムの様子

「男女共同参画推進のための
東北大学宣言」

東北大学 総長 阿 部 博 之

男女共同参画推進活動の指針として
「男女共同参画推進のための東北大学宣言」を発表。



8男女共同参画委員会の設置
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設置当時、女性教員比率は2.9%と著しく低く、
国立大99校中90位

 実態調査ＷＧ
ー保育園や短時間勤務に関連して
（2005年育児・介護短時間勤務制度ニーズ調査、
2008年育児短時間勤務制度施行、育児休暇取得に伴う
任期延長）
 広報ＷＧ
ーシンポジウムの開催(毎年開催）

 相談窓口等ＷＧ
 両立支援ＷＧ

 ー保育園の開設の準備
（2005年 学内保育園川内けやき保育園新設）

 奨励制度ＷＧ
      ー澤柳賞やゾンタクラブなどの賞
 中期目標・報告書作成ＷＧ

WGを中心に活発に活動

2001
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2006〜2008
科学技術振興調整費 
「杜の都女性科学者ハードリング支援事業」
（自然科学系が対象）
東北大学女性研究者育成支援推進室を開設
（室長：理事）

杜の都女性科学者ハードリング支援事業

•育児・介護支援プログラム
-支援要員制度
-ベビーシッター利用料補助制度

•環境整備プログラム
-各部局のトイレや休憩室の調査や整備
-星の子保育園(病後児）保育室の拡充（全学への開放）

•次世代支援プログラム
-サイエンスエンジェル制度スタート

2006

現行の支援制度の基礎
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2009〜2013
科学技術人材育成費補助金
「杜の都ジャンプアップ事業 for 2013」

杜の都ジャンプアップ事業 for 2013

•世界トップクラス研究リーダー養成プログラム
-セミナーの実施

•新ネットワーク創生プログラム
•研究スタイル確立支援プログラム

スキルアップ補助金
•国内国外会議の参加費や旅費の助成、論文校閲費の補助

理・工・農学分野において優れた女性教員を養成するため、新規に5年間で30名
の新規採用を計画。さらに世界トップリーダーとして必要な幅広い学問領域を見渡
せる「自立し、共生し、未来をはぐくみ、サイエンスを拓く杜の都女性研究者」の
育成のため、既在籍女性研究者を対象に、スキルアップ補助金の付与も行った。

2009

現行の支援制度の基礎



11女子学生入学100周年記念シンポジウムの様子
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2013年
東北大学女子学生入学100周年記念シンポジウム
「男女共同参画推進のための行動指針」発出

2013

開会挨拶：里見 進（東北大学 総長）

Dr. Veronica van Heyningen 氏（Fellow, the Royal Society  
UK）と原山優子氏（総合科学技術会議議員）

Dr. Rita. R Colwell 氏（Distinguished 
University Professor, University of Maryland, US）

パネルディスカッションの様子

黒川 清 氏（政策研究大学院大学 アカ
デミックフェロー）



12「男女共同参画推進のための行動指針」の発出

 両立支援・環境整備

 女性リーダー育成

 次世代育成

 顕彰制度
澤柳政太郎記念賞の設立
学内向けの男女共同参画賞から、
国内外へと対象を拡大。

 地域連携

 国際化対応

 支援推進体制
上記の男女共同参画活動を円滑に推進するために、男女共同

参画担当理事（若しくは副学長）と総長特別補佐（男女共同参
画担当）を置き、さらに「男女共同参画推進センター」の恒常
的支援体制を設置

2013

2014 男女共同参画推進センターの開設



13杜の都女性研究者エンパワーメント推進事業
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2016～2021
科学技術人材育成費補助事業
「杜の都女性研究者エンパワーメント推進事業」

全学の女性教員採用促進
公募要領の文言の検討と改定
ー「同等な場合は＜女性優先＞」記載

クロスアポイント制度の積極的な導入

紫千代萩賞の創設（若手女性研究者の顕彰）

2016

東北大学とお茶の水女子大学
で包括連携協定を締結し、
クロスアポイントを積極的に実施



14学内保育園の新設と拡充

使用後に年4回申請可能
2022年度4回目から職員も対象に

川内けやき保育園
0から2歳児 定員16名

星の子保育園（定員120名)
星稜キャンパス

軽症病児・病後児保育室「星の子ルーム」

学内3か所の保育園（252名）

ベビーシッター
利用料等補助

青葉山みどり保育園（最大定員116名）
青葉山キャンパス

キャリアを繋ぐことのできる研究・職場環境を整備
軽症病児・病後児

保育施設

2017



15女性研究者の育成

研究支援要員やベビーシッター制度は男性も利用可能



16若手女性研究者の育成
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▢女性研究者顕彰制度
●紫千代萩賞
・女性研究者の活躍促進、優れた研究成果の創出につなげることを目的
に４分野（人社、理工、医歯薬、農生命）の若手女性研究者を顕彰
・第１回受賞者梅津理恵准教授が2019年猿橋賞を受賞、その後所属
研究所初の女性教授へ昇任、第3回受賞者関口仁子（2022年から東
工大教授・東北大学委嘱教授）2022年猿橋賞受賞。受賞者は創発的
研究支援事業など大型予算に採択、東北大学プロミネントリサーチ
フェローにも複数名採用

【2023年第6回東北大学紫千代萩賞受賞者】

人文・社会学分野 文学研究科 西村直子准教授
理学・工学分野 多元物質科学研究所 川西咲子講師
農学・生命科学分野 農学研究科 多田千佳准教授
（所属役職は3月13日時点）

第39回 猿橋賞受賞 梅津理恵先生

第40-42回猿橋賞受賞講演会の様子
左から石田瑞穂先生、東北大学小谷理事
市川先生（東北大学理学研究科教授）
関口仁子先生（東工大教授）
田中先生（東工大教授、理学博士（東北大学））



17男性職員が利用可能な育児専念制度

これらの制度の活用により柔軟に育児休暇の取得が可能。
令和4年度の男性職員の取得率は53％

令和2年度の35.3％から大幅増加！目標値は80％以上
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センターの審査を経て
研究費を得ているので

自信をもって
進められました

研究時間が確保できま
した。研究の継続や将
来への準備ができて
いると感じます。

受賞につながりました

妊娠前より頑張ること
ができています

着任時に、研究室の立ち
上げに役立ちました。研
究のモチベーションも

上がりました

産前産後、育児休暇を
経ても研究継続や
復帰がスムーズに

できました

非常に助かって
います。今後も
継続して欲しい

です

コロナでの保
育園の休園時
も助かりました

支援を受けた方達の声（一部抜粋）

翌年の科研費の採択に
つながりました
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▢学生への意識啓発
学部学生を対象とした2003年から開講した 「ジェンダーと人間社会」 
2022年から

「暮らしのジェンダー学」「インクルージョン社会」２講座に改編

次世代育成 -意識啓発

◆全学教育の単位
主として１年次学生を対象
前期・後期２回開催

◆前期・後期で延
べ400名が受講

◆オムニバス講義
「文系」 ・ 「理系」教員
による講義

お茶の水女子大学、東京大学、東北大学と三大学連携GI 
（Gendered Innovation）オムニバス授業を2月に実施予定2023
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東北大学は、2006年から理系の
女性研究者育成のために

サイエンス・エンジェル制度を開始

「理系の女性研究者ってかっこい
い！」、「理系の研究って楽し
い！」という思いを伝えよう ！

•次世代の研究者を育成
•自然科学研究に従事する使命
感・責任感の醸成・研究者の卵
としてのスキルアップ

•世代や分野を超えた女子学生・
女性研究者ネットワークの構築

    

次世代育成 –SA
サイエンスエンジェル⇒ サイエンスアンバサダー（2022）

SAのダイバーシティ
現在は自然科学系だけでなく、人文社会科学や、

「心が女性」の方もSAになれます
（より多様性に富んだ組織になりました）

2023年で

延べ999名！

Note記事 スキルアップセミナー
・AIを用いた
プログラミング
・海外の大学研究
者との懇談
・英語発表 など



21次世代育成 東北大学SAの多様なキャリア
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◆男女共同参画セミナー・研究者ってなに？「SAOG」編の開催
・東北大学の自然科学系大学院を修了し社会で活躍する、若手の女性研究者が
理系進路や研究職の実際等について講演

・現役のSAとの交流会：ネットワーキング
◆SAOGと現役SAをつなぐ「輝友会」2009年設立

・東北大学SAの卒業生と現役SAで構成される同窓会
・交流会・講演会、情報共有、先輩との連絡

◆SAOGの活躍
・国内外で幅広く活躍（大学・研究機関、官公庁、民間等）
・SAOGによる書籍企画・出版

SAOG（左の２名）が
企画した書籍出版

2016年
丸山美帆子博士
（大阪大学教授）

長濱祐美博士
（茨城県霞ケ浦環境科学センター主任）

▢さらなるロールモデルへ



22

▢東北大学ビジョン2030（2018年11月公表）
「教育」、「研究」、「社会との共創（Co-Creation）」、「経営革新」の
4つのビジョンと19の重点戦略、66の主要施策で構成

ビジョン1. 教育
重点戦略④ 包括的学生支援の展開
主要施策11. 様々な背景を持つ学生が安心して、ともに学ぶインクルーシブな

環境の提供
〇障害等様々な背景を持つ学生へのサポート、支援体制の整備
〇メンタルヘルスケアの充実、ハラスメント等の防止と適切な対応

ビジョン3. 社会との共創（Co-Creation）
重点戦略⑬ 「門戸開放」の理念に基づくダイバーシティ＆インクルージョンの推進
主要施策41. ダイバーシティ＆インクルージョンを尊重する「共同参画」体制の構築

〇仕事・学業と生活との両立支援、女性リーダーや次世代女性研究者等の育成
〇国籍、障害、性的志向等にとらわれない新たな共同参画体制への発展

総長のリーダーシップ～東北大学ビジョン20302018
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●執行部等への女性登用促進

▢戦略的な施策の推進

●クロスアポイントメント制度の整備

●働き方改革の促進

●女性研究者採用促進ポリシー

小谷元子
研究担当理事

土井美和子
データ戦略・社会共創
担当理事（非常勤）

大隅典子
広報・ダイバーシテ
ィ担当副学長

杉本亜砂子
生命科学研究科長

総長補佐

牛尾陽子
監事（非常勤）

総長のリーダーシップ～戦略的な施策

公募要領：「同等な場合は＜女性優先＞」記載
教員採用時「1/3目標」

新たな大学の形を目指して
ロールモデル、キャリアパスの拡大・充実,
意識の醸成

DX推進、テレワーク制度整備

執行部（監事含む）4/19名（21.1%）
経営協議会学外委員 5/16名（31.3%）
経営協議会学内委員 2/11名（18.2%）
教育研究評議会委員 15/74名（20.3%）

現在



24学生および教員における女性比率

2023年の学部入学生の
29.6%が女性！！



25東北大学DEI推進宣言(2022.4.5 発出）

東北大学創立115周年・総合大学100周年を迎えた節目の年に、ま
た国立大学法人として第4期中期目標期間のスタートを切った2022年
4月に、男女共同参画の更なる推進と、多様性、公正性、包摂性を理
念として掲げる 「東北大学ダイバーシティ・エクイティ＆インクルー
ジョン（DEI）推進宣言」を発出し、全ての構成員がダイバーシティ
を尊重し、かつ、全ての構成員のダイバーシティが尊重されるよう、
意識啓発や環境・制度整備を促進する。

趣 旨

■ポイント
〇女性教職員の積極的な採用、上位職への登用、若手の育成等を行い、ジェンダー・  
パリティを追求
〇多様性の実現、無意識のバイアスを払拭する啓蒙活動の実施
〇全ての学生・教職員が各人の能力を最大限発揮できる公正性が保障された環境の提 
供、誰もが歓迎、支援、評価される包摂性に富む組織の実現

東北大学ダイバーシティ・エクイティ＆インクルージョン（DEI）推進宣言
ー多様性と公正性を包摂する教育・研究・就労環境の実現のためにー

2022



26DEI推進シンポジウム
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◆多様な視点からの取り組み
・DEI推進への意識の醸成
・オンサイト・オンライン約400名参加
・学生による発表も好評

2022
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以下よりPDF版をダウンロードできます：
http://tumug.tohoku.ac.jp/wp/wp-
content/uploads/2022/02/UBleaflet2021_j.pdf

無意識のバイアスの克服

人事公募の際に、
確認するように

通知（2023年）

現在



28ジュンアシダ賞 受賞

28

受賞を喜ぶ大野総長と男女共同参画推進センターの関係者
（左から田中真美センター長、大野英男総長、

大隅典子副学長、李善姫講師）

2022年11月6日、日本科学未来館で開かれた授賞式
（左からJST橋本和仁理事長、大隅典子副学長）

2022

【輝く女性研究者活躍推進賞】（機関）
女性研究者の活躍推進に貢献する、他機関のモデルとなるような取り組みを行ってい
る機関



29

29

委員会とセンターの改称2023 （男女共同参画 ⇒ DEI推進）

DEI推進センターWebページの開設
新たなコンテンツ「DEI 知る・学ぶ」 「DEI広場」 など、情報の周知や
共有だけでなく,双方向につながり互いに理解し協力できる組織を目指す

DEI推進センターロゴマーク
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現在

委員長 副委員長 副委員長
大隅典子 芳賀 満 永次 史

東北大学DEI
推進委員会

東北大学DEI
推進センター

センター長 副センター長  副センター長  センター専任講師
  田中真美 秋山正幸 松八重一代   李善姫

DEIの推進体制



31多様な性に関するガイドライン
（R3実施 多様な性に関する教職員アンケート結果の要望を受けて）

【多様な性を尊重する本学の基本理念】
・ 全ての構成員の平等な人権を尊重し、DEIを推進します。
・ 多様な性のあり方が尊重されるよう、意識啓発や環境・制度整備を促進します。
・ 多様な性のあり方に寄り添い、性のあり方によって差別しません。
・ 性のあり方によって受ける不便や不利益を減らすよう努力し、今すぐ解決できな
いことでも、話し合いを重ねて未来志向で共に歩みます。

Ⅰ．東北大学DEI宣言と多様な性を尊重する基本理念
Ⅱ．多様な性を尊重する環境の実現に向けて
１．セクシュアリティとは ２．用語について ３．多様な性への対応について ４．無意識のバイアスについて
５．カミングアウトや相談を受けたとき ６．アウティングの厳禁 

７．性別、性的指向および性自認に関わる人権侵害の防止
III. 本学の対応

III-1．学生
１．名前と性別の変更について ２．性別情報の取扱いについて ３．授業について
４．学生生活について ５．留学について６．就職活動・キャリア支援について

III-2．教職員
１．名前と性別の変更について ２．性別情報の取扱いについて ３．福利厚生や人事制度について

Ⅳ．相談窓口
１．手続きの窓口 ２．相談窓口

Ⅴ．参考
１．性の多様性についてもっと知りたい ２．多目的トイレの場所

2023
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2022年研究環境調査アンケート結果（研究者）（抜粋）

79.2%

86.5%

60.7%

18.3%

13.1%

31.5%

2.2%
0.4%

6.7%

全体

男性

女性

同居 別居（単身赴任） 別居（親族と同居等、単身赴任以外）

パートナーがい
る女性研究者
の38％が別
居状態（単身
赴任を含む）

今までに研究者としてのキャリアを離れた経験はありますか。

21.2%

15.4%

34.4%

77.9%

84.2%

63.4%

1.0%

0.4%

2.3%

全体

男性

女性

ある ない その他

理由 合計 女性 男性 その他

結婚 4 4（100％） 0 0

出産 16 16（100％） 0 0

育児 15 15（100％） 0 0

もっと魅力のある職業があった 14 3 10 1

研究ポストが無かった 22 11 10 1

その他 29 11 20 8

女性は、ライフ
イベントによる
休職に加え、
キャリアを離れ
た経験の比率
が高い。

回答者属性 回答者429人（3764名中11.3%回答率） 男性66.4％、女性31%（内英語話者11人）

2023



332022年職場環境調査アンケート結果（職員）（抜粋）

事務職員
69.2%

技術職員
19.0%

医療職

員
1.1%

URA
2.１%

回答しな

い…
その他
3.9%

無記入
1.6%

職種 （うち英語話者8名）
職員（常勤＋非常勤）回答者数620名 回答率6.1%（ 10206名）

72.9%

91.2%

58.6%

25.3%

8.4%

38.4%

1.8%
0.4%

3.0%

全体

男性

女性

常勤 非常勤

常勤
70%

非常勤
24%

その他
2%

無回答
4%

雇用形態

0.2%

0.3%

0.2%

1.1%

0.8%

1.0%

1.4%

0.8%

5.7%

0.8%

3.7%

17.9%

2.0%

11.4%

13.6%

4.4%

9.6%

34.1%

40.6%

36.5%

12.8%

23.7%

17.6%

13.1%

27.7%

19.1%

女性

男性

全体

0時間 1時間 2時間 3時間 4時間 5時間 6時間 7時間 8時間 9時間 10時間以上

仕
事
時
間

2023
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50.00%

60.00%
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80.00%

90.00%

100.00%

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

研究者 職員

DEIの意識調査（抜粋）

①所属部局のハラスメント対策は十分 ② 所属部局の同僚や上司はハラスメント防止のための認識を十分 
③教職員の多様な悩みを相談する十分な体制 ④無意識のバイアスに関する周知は十分
⑤全ての構成員のダイバーシティ（多様性）が尊重されている
⑥学内のマイノリティ（出産や育児、介護中の職員、障害者、性的マイノリティ、外国人など）のための特別な支援やサポートは必要
⑦本学の両立支援は十分に機能している ⑧本学の女性研究者支援は女性研究者育成に役立っている
⑨本学のマイノリティ支援は公正である ⑩本学が世界トップレベルの大学になることは嬉しい 

2023
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 UW-TU:AOS（University of Washington -
Tohoku University : Academic Open Space）
と関連して国際連携部国際企画課と連携し TU
＆UW 交換プログラムの実施
ー今年度中に文系DEI関連研究を行っている学生を1名、来
年度4月開催のMRSのタイミングに合わせて工学系から2名派
遣。来年度、UWからも東北大学へ学生が来訪する交換プログ
ラムを実施

 国際連携によるDEI推進2023

 UCL（University of 
College London）とは、
グローバルラーニングセンターと
連携して、大学での
外国人研究者の
インクルージョンについて
調査予定



36 さらなるDEI推進へ

東北大学DEI推進委員会、東北大学DEI推進センターは、
学内の実態の把握と公表を行い、学内外、国内外の関連

機関とも連携して、DEI推進に努めて参ります。
ご清聴ありがとうございました。

http://dei.tohoku.ac.jp
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